
市
民
の
暮
ら
し
と
予
算
編
成

﹇
福
田
明
議
員
﹈
こ
の
間
、
大

企
業
が
バ
ブ
ル
期
を
上
回
る
空

前
の
利
益
を
上
げ
る
一
方
で
、

国
民
の
所
得
は
減
り
続
け
て
い

る
。
労
働
法
制
を
改
悪
し
、
派

遣
や
パ
ー
ト
な
ど
の
低
賃
金
の

非
正
規
労
働
者
を
増
や
し
た
こ

と
で
、
貧
困
と
格
差
が
大
き
く

広
が
り
、
ま
じ
め
に
働
い
て
も

暮
ら
せ
な
い
深
刻
な
実
態
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
原
油
の
高
騰
が

生
活
の
苦
し
さ
に
拍
車
を
か
け

て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
の

来
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
、
基

本
的
な
編
成
方
針
を
う
か
が
う
。

﹇
豊
田
市
長
﹈
政
府
の
「
三
位

一
体
の
改
革
」
に
よ
っ
て
地
方

交
付
税
が
削
減
さ
れ
、
今
年
度

よ
り
も
厳
し
く
な
る
と
考
え
て

い
る
。
事
務
事
業
の
見
直
し
を

含
め
て
、
重
点
施
策
に
特
化
し

た
予
算
編
成
に
な
る
。

﹇
福
田
議
員
﹈
具
体
的
に
新
規

施
策
は
。

﹇
市
長
﹈
選
挙
で
掲
げ
た
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
実
現
め
ざ
し
て
い

く
。
乳
幼
児
（
３
才
未
満
児
）

医
療
費
の
無
料
化
や
市
民
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
改
築
等
も
考

え
て
い
る
。

﹇
福
田
議
員
﹈
南
中
郷
工
業
団

地
へ
の
進
出
が
決
ま
っ
た
会
社

は
ど
の
よ
う
な
内
容
と
規
模
の

企
業
か
。

﹇
市
長
﹈
自
動
車
ト
レ
ー
ラ
ー

の
荷
台
製
作
の
会
社
で
、
敷
地

面
積
は
７
㌶
。
第
一
期
工
事
は

平
成
20
年
３
月
着
工
で
、
21
年

５
月
操
業
開
始
。
第
二
期
工
事

が
22
年
３
月
着
工
、
23
年
５
月

操
業
開
始
の
予
定
で
、
２
７
０

名
の
雇
用
を
予
定
し
て
い
る
。

工
業
用
水
は
最
終
的
に
日
量
１

千
㌧
を
使
用
す
る
計
画
で
あ
る
。

市
立
病
院
の
改
善
方
策

﹇
福
田
議
員
﹈
市
立
総
合
病
院

に
つ
い
て
、
脳
外
科
、
整
形
外

科
の
医
師
確
保
が
急
務
で
あ
る
。

９
〜
10
月
、
整
形
外
科
が
休
診

と
な
っ
て
い
た
が
、
現
状
は
ど

う
か
。
ま
た
、
収
支
決
算
の
見

通
し
は
。

﹇
市
長
﹈
筑
波
大
で
は
脳
外
科

医
を
高
萩
協
同
病
院
に
派
遣
す

る
方
針
で
、
見
通
し
は
厳
し
い

が
、
精
い
っ
ぱ
い
懇
願
す
る
。

同
時
に
高
萩
協
同
病
院
や
磐
城

共
立
病
院
等
と
の
連
携
も
考
え

て
い
き
た
い
。

﹇
病
院
事
務
部
長
﹈
整
形
外
科

は
11
月
か
ら
週
１
回
の
診
療
を

実
施
し
て
い
る
。
収
支
決
算
は

５
億
６
千
万
円
の
赤
字
を
予
想

し
て
い
る
。
こ
れ
は
医
業
収
支

の
み
数
字
で
、
市
の
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
れ
を
考
慮
す
れ
ば

赤
字
額
は
減
る
。

﹇
福
田
議
員
﹈
高
萩
や
い
わ
き

と
の
病
院
の
連
携
を
推
進
す
る

た
め
に
、
協
議
会
的
な
組
織
を

早
急
に
結
成
す
べ
き
で
あ
る
。

経
営
の
建
て
直
し
が
当
面
の

課
題
だ
が
、
将
来
は
新
築
が
議

論
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
前
市

長
時
代
の
計
画
は
急
性
期
医
療

を
中
心
と
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、

も
っ
と
住
民
に
根
ざ
し
た
病
院

の
姿
は
な
い
か
と
、
先
月
、
共

産
党
市
議
団
で
岩
手
県
の
旧
・

沢
内
村
と
宮
城
県
の
涌
谷
町
の

医
療
・
福
祉
行
政
を
視
察
し
て

き
た
。

特
に
涌
谷
町
に
あ
る
町
民
医

療
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
病
院
と

保
健
施
設
が
同
じ
場
所
に
設
置

し
て
医
療
と
福
祉
を
一
体
と
し
、

「
安
ら
か
に
生
ま
れ
」
「
健
や
か

に
育
ち
」「
朗
ら
か
に
働
き
」「
和

や
か
に
老
い
る
」
と
い
う
基
本

理
念
が
あ
っ
た
。
病
院
は
１
２

０
床
だ
が
経
営
は
黒
字
で
あ
る
。

ぜ
ひ
市
長
も
視
察
し
て
、
市
立

病
院
の
将
来
に
生
か
し
て
ほ
し

い
。問

題
点
だ
ら
け
の
新
制
度

﹇
福
田
議
員
﹈
来
年
４
月
か
ら

75
歳
以
上
の
高
齢
者
が
加
入
す

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。
こ
の
制
度
の
問

題
点
の
一
つ
は
低
所
得
者
に
対

す
る
減
免
制
度
が
不
充
分
だ
と

い
う
こ
と
。
無
年
金
者
や
月
１

万
、
２
万
円
の
年
金
受
給
者
で

も
、
保
険
料
は
月
１
万
１
２
０

０
円
で
あ
り
、
と
て
も
払
え
な

い
。
本
市
で
は
１
万
５
０
０
０

円
以
下
の
後
期
高
齢
者
は
何
人

い
る
の
か
。

﹇
市
民
福
祉
部
長
﹈
約
５
０
０

名
い
る
。

﹇
福
田
議
員
﹈
減
免
制
度
を
県

に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
も
う

一
つ
、
滞
納
者
へ
の
資
格
証
明

書
の
発
行
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

特
に
低
所
得
者
は
滞
納
の
危
険

性
が
大
き
く
、
こ
れ
ら
の
人
に

「
病
院
に
か
か
る
な
！
」
と
言
っ

て
い
る
と
同
じ
だ
。
現
行
の
国

保
で
も
、
70
才
以
上
は
適
用
が

除
外
さ
れ
て
い
る
。

﹇
市
長
﹈
低
所
得
者
を
救
え
と

い
う
こ
と
だ
が
、
同
制
度
を
よ

く
勉
強
し
た
い
。
資
格
証
明
書

の
発
行
等
に
つ
い
て
は
法
の
整

合
性
等
も
考
え
た
い
。

県
の
新
た
な
増
税
策

﹇
福
田
議
員
﹈
県
の
「
県
森
林

湖
沼
環
境
税
条
例
」
は
、
県
民

税
の
均
等
割
を
１
０
０
０
円
か

ら
２
０
０
０
円
に
す
る
も
の
で

（
法
人
は
２
千
〜
８
万
円
）
、
森

林
の
保
全
、
霞
ヶ
浦
の
浄
化
対

策
と
い
う
が
、
新
た
な
増
税
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

﹇
市
長
﹈
す
で
に
26
県
で
実
施

し
て
い
る
。
市
民
が
県
へ
納
税

す
る
額
以
上
に
予
算
の
配
分
を

求
め
て
い
く
。

﹇
福
田
議
員
﹈
町
お
こ
し
の
具

体
策
は
。

﹇
市
長
﹈
地
域
活
性
化
の
た
め

に
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て

い
る
。
花
火
大
会
は
ぜ
ひ
復
活

さ
せ
た
い
。
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「青少年のための科学の祭典2007北茨城大会」が

12月９日、市民ふれあいセンターで開かれました。

各コーナーでの実験や工作に、子どもたちはもちろ

ん大人も一緒に目を輝かせていました。

12
月
11
日
に
市
議
会
の
一
般
質
問
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
週
号
で
は
、
日
本
共
産
党
の
福
田
明
議
員
の
質
問
の
大
要

を
紹
介
し
ま
す
。


